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     ２０２２年１月１０日（月）発行（毎月 10 日） 

【農暦】朝日に映える“樹氷ならの樹雪”の世界である！ 

〇正月のお屠蘇が美味しい。大吟醸純米とあった。ほんの少しだけで、下戸に近い？身体

に沁み入るように感じた。日本酒は久し振りなので、ホロ酔いのいい気分になっていた。

大過なく、こんな年頭を迎えられたこと喜びたいと思う。大過なくが当たり前に思えな

い、そんな世の中になって来ている。 

〇恒例にしている初詣では 3日に布施弁天に行った。

長い列が出来ていたが、流れは速いように感じた。コ

ロナ対策で手水舎は水なし、鈴（鉦）鳴らしの縄なし

で、それで速かったのだと思った。初詣の楽しみは、

茶屋での抹茶、露店巡りである。好きで初詣とセット

にしている。風物詩と云ったらばちが当たるが、おみ

くじは大吉、交通安全のお守りを買う？。信仰心は薄

くても気になる。地獄の沙汰も金次第と云うが、財布の負担が毎年は増えているように感

じる。世の中が変わっても庶民の楽しみは同じようなものが残っているようだ。 

〇寒い日が続いているが、朝の眩い陽射しに元気を貰っていた。だが 6日天気少し違っ

た。川柳の会があったが帰りが怖くなるような雪である。帰って直ぐに炬燵に入る。翌日

は終日雪模様で、8日は違っていた。朝日に映える“樹氷ならの樹雪”の世界が拡がって

いたのである。一面の白銀世界を足跡付けながら無邪気になっていた。樹雪の輝きはかつ

て冬山で見た樹氷のミニいやマイクロ版かも知れないが、素晴らしい。 

〇気がかりなコロナ新株「オミクロン」の感染拡大は予想以上に速い。あっという間に、

東京のコロナ感染は千人超えになっている。コロナ自粛は、より弱者に重いというが我慢

の限界続きである。、もう 3年である。米軍基地から滲

み出ていると聞く。確りした対応をして欲しい。凍土

で畑はお休みである。運動不足解消しながらコロナ収

束を待ちたい。春もである（了） 

＜川柳 2 句＞ 我よりも コロナ負けじと 庭小花 

老いゆくは 不機嫌まとう 初春か 

    ＊年頭恒例の短歌を川柳にしました。 

【楽農】＜畑＞ブルベリー、キュウイ、柿、庭木など剪定など。 

【楽市】イベントなど；笠吟連（12日）詩吟（16日）バード大会（17日）。川柳の会（6

日）孫の成人式（9日）  
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＜初雪の畑全景＞８日

撮影 

＜初詣・布施弁天＞３日撮影 
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【つぶやき＝Tweet】好きなことがある事は人生を豊かにする！                   

〇8日の朝、樹氷と違って一瞬に近い速さで融けていく樹雪を、冬山で見た樹氷と重ね見

ていた。ノーマルタイヤの車での柏へ移動を心配しながら、山の仲間のことを思い出して

いた。年賀に、ゲレンデスキーばかりではなく雪山トレッキングをと、また八ヶ岳シリー

ズの版画のカレンダーを頂いていた。九州から手製の

山の写真のカレンダー送られていた。今頃お礼のメー

ルーをしてないことに気付いた。別の年賀には絵の下

に描く楽しさを失わないようにとあった。 

〇少し前に、上野千鶴子の八ヶ岳南麓から、銀髪のス

キー仲間を読んでいた。最後に、雪と氷で閉ざされた

季節、、のはずが、一年で一番楽しい季節になって

いた。と書かれていた。樹雪の一時の輝きにも心

が弾んだ。LINEで雪うさぎと雪だるまの写真が、遊びごころに、心温まる。好きなことが

あり、出来る事はチョットしたことでも素晴らしい。今更ながら思う。 

〇樹雪、山カレンダー、年賀、八ヶ岳南麓からの繋がりで、途中まで読んでいた NHKテキ

ストの上野千鶴子のボーヴォワールの老いを読んで見たくなった。“老いてなにがわる

い。老いは不意打ちである。老いに直面した人びと。

老いと性.。役に立たなきゃ生きてちゃいかんか！”目

次だけでも気になる文言ばかりである。 

〇政治家の老いではチャーチル、インドのガンジーの

ことが。英雄的な老いもあるでは、核廃絶の 89 歳のラ

ッセル。再稼働反対の 89 歳の瀬戸内寂聴。老人性愛文

学では、谷崎純一郎、川端康成が挙げらていた。ボー

ヴォワール自身の性愛生活のこともある。役に立たな

きゃでは、老いの処遇としての社会保障から始まり高齢者のいろいろなことが書かれてい

る。ジェンダーフリーを考える上で知っておきたい事柄ばかりである。ボーヴォワールの

「老い」は本棚にあった。読んでいない。 

〇好きこそものの上手なりの諺があるが、上手でなくても、好きなことがある事は人生を

豊かにする。また歴史に学ぶことは人を賢明にする。6日に、子供食堂へカボチャとキュ

ウイを届けに行ったが、活動日ではなかった。事務所に預かってもらった。予めの連絡を

怠っていた。いつも反省が多い。少しでも賢明に生きたいと思うが難しい。最後に、雪は

難儀でもある。表裏があるように。（了） 

〇断捨離考：雑貨も、本も、資料も多い。エリ

ア対象を決め進める。継続あるのみか、 

【後記】今からでも、好きなものを。そしてコ

ロナ怠らずである。【HP；ｋｏｇｕｒｅ農場に転載】 
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＜初詣後で、賑わう出店＞３日撮影 

 

マイクロ農業のすすめ＞８日撮影 

＜樹氷ならぬ樹雪＞８日撮影 

 

マイクロ農業のすすめ＞８日撮
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